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ＥＳＤ推進のためのユネスコスクール宣言 

（ユネスコスクール岡山宣言） 

 

私たちにとっての ESD 

私と、あなた、学校のみんな、地域のみんな、世界のみんなへとつながっていく。 

だから、私は、見えないあなたと励まし合い、支え合える存在であるという尊さに気づき、 

何か行動したくなる。 

教室から校庭へ、校庭から地域へ、地域から私の国へ、私の国からあなたの国へ、 

そして世界へ、地球へ、私の世界は広がっていく。 

だから、私は、どこの場所にもかけがえのない宝が息づいていることに気づき、 

何か行動したくなる。 

今と、過去とのつながり、明日とのつながり、遠い未来とのつながり。 

今の私は過去や未来とつながっていく。 

だから、私は、この大きな時間の流れのなかで、たいせつな責任を負っていることに気づき、 

何か行動したくなる。 

（児童の変容を児童の視点から叙述したユネスコスクール教員による「詩」にもとづく） 

 

ESD のビジョンを取り入れることで、子どもたちの学びのなかに、さまざまなつながりが生まれます。他者、世

界の多様性、いのちある地球、自然、科学・技術、文化、過去および未来などと自己とのつながりです。こうした

つながりのなかで、学びは深まり、子どもたちの心のなかに生き続け、持続可能な未来を創造する力となります。

その力は行動と協働を呼びおこす力です。そして、問い続け学び続ける力です。 

 

日本のユネスコスクールによる「国連 ESD の 10 年」の成果 

日本におけるユネスコスクールは、1953 年に、ユネスコが世界の学校でその理念を実現する事業を開始した

当初から日本の学校が参加して、今にいたります。日本では、学習指導要領や教育振興基本計画などに持続

可能な社会の構築や ESD 推進の観点が盛り込まれています。日本ユネスコ国内委員会「ESD の普及促進のた

めのユネスコ・スクール活用について（提言）」（2008 年２月）によって、ユネスコスクールは、ＥＳＤ推進の拠点と

して位置づけられました。ＥＳＤのビジョンと、ユネスコスクールの目的に共感した教師と学校を支援する人々や

組織によって、ユネスコスクールは飛躍的に仲間を増やし、現在国内 807 校を数えます。全国のユネスコスクー

ルによって、学校教育における ESD の裾野は大きくひろがりました。「国連 ESD の 10 年」を通して、ユネスコスク

ールでの ESD には、多くの成果が見られるようになりました。 

各ユネスコスクールの ESD 実践では、平和、環境、生物多様性、エネルギー、人権、国際理解、多文化共生、

防災、文化遺産、地域学習などを入り口として、取り組むべき課題を、体験的・探究的に発見し解決していくため

のプロジェクトやカリキュラムが開発されました。各教科のなかだけでなく、総合的な学習の時間等を有効に活

用しそれらを関連づけながら、ESD は実践されてきました。 

地域の特徴を活かした ESD 実践を通じて、子どもたちは、地域社会が人と人とが支えあって成り立っているこ

とを深く理解し、地域の良さと抱える課題を知り、未来に伝えるべきこと、あるいは変革すべきことを地域の人々
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とともに考え、行動に移すことを学んできました。さらに、地域社会が抱える課題と、国やアジア、世界の課題と

はつながっており、地理的な隔たり、世代や立場の違いを超えて協働することで持続可能な未来をつくることが

できるという認識が共有されつつあります。 

子どもたちは、地域社会や世界のさまざまな課題を自らの問題ととらえ、協働的に学ぶなかで「生きる力」を育

み、未来社会の担い手であるという意識をもつことができました。ESDによる体験を伴う理解と科学的な考察は、

批判的な思考力と判断力、コミュニケーション能力を鍛え、自ら、また協働して、持続可能な未来をつくるための

行動に役立つことが理解されました。 

ESD のビジョンに導かれた教師の意識に変容が生まれました。知識を伝達するばかりではなく子どもとともに

学びながら、子ども中心の学びをデザインし、コーディネートする教師の姿勢は子どもたちを変え、子どもたちが

変われば学校が、学校が変われば地域が変わるという実例が見られるようになりました。社会に対する無関心、

自己肯定感の低さが問題とされる日本の子どもたちの内なる力を発揮させ、自信の獲得につながりました。そし

て、学校間の交流によって、より深い学びが実現してきました。 

さらに、学校と教育委員会、保護者や地域の人々、NGO/NPO、企業、大学、専門機関とのあいだに連携が深

まり、ＥＳＤ実践の質を高めてきました。また、世代を超えて学ぶことの喜びを確認することにつながりました。 

2011年3月11日に起こった東日本大震災は甚大な被害をもたらしました。しかしＥＳＤが根づいていた学校や

地域では、そのことが被災からの立ち直りに大きく貢献し、国内外のネットワークを通じて被災地に多くのあたた

かい支援の手が差しのべられました。地域の再生と創造にむけてＥＳＤを基本理念とした創造的な復興にむけ

た教育が行われつつあります。 

 

日本のユネスコスクール：私たちのコミットメント（誓い） 

私たちは、日本の教育を変えていく原動力として ESD をこれからも進めていきます。 

 私たちは、持続可能な未来のために、身近な地域に貢献するとともに、グローバルな視点に立って行動す

る次世代を育みます。 

 私たちは、平和、環境、気候変動、生物多様性、国際理解、多文化共生、エネルギー、人権、ジェンダー、

防災、文化遺産、地域学習、持続可能な生産と消費等、学びの入り口やテーマが何であれその先に地域、

国、アジア、世界の平和と持続可能性を見据えて、地域の人々をはじめ多くの人たちと協働しながら、つな

がりを意識した教育を実現します。 

 私たちは、ＥＳＤの本質を理解するとともに、ＥＳＤの魅力を広く社会に伝えるため、児童生徒の変容、教師

の変容、学校・地域の変容を明確に示します。 

 私たちは、気候変動、生物多様性、防災、持続可能な生産と消費など、国境を越えたグローバルな課題に

ついて理解し、解決方法をさぐり、解決に向けてともに取り組んでいく国内外のユネスコスクール、特に近隣

のアジア諸国のユネスコスクールとのテーマ学習・協働学習に取り組みます。 

 私たちは、互いに学びあい、活動の質を高めていくために自発的に組織されるユネスコスクール同士の全

国ネットワークをつくります。そして、ユネスコスクール間の交流や協働を推進し情報交換・活用の仕組みを

充実させます。 
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 私たちは「変化の担い手」として子どもと教師を捉え、地域社会における持続可能性の実践者となるように

努め、他の学校、社会教育・生涯学習機関、NGO／NPO、自治体など多様な主体とともに、持続可能な地

域づくりに貢献します。 

 私たちは、さまざまな主体との対話と連携を通して、「国連 ESD の 10 年」の後継プログラムである「ESD に

関するグローバルアクションプログラム（GAP）」の５つの優先行動分野をつないでいきます。 

 私たちは、世界 181 の国にひろがるネットワークの一員として、ESD に取り組み、持続可能な未来をともに

築いていくことを、そしてそのために、さまざまな交流と連携の機会をつくって学びあうことを、日本と世界の

ユネスコスクールに対して呼びかけます。 

 

学校によるさらなる ESD 推進：ユネスコスクールからの提案 

ESD の推進拠点としてのユネスコスクールの経験、成果と課題にもとづき、私たちのコミットメントをより良く実

現するために、また、ESD をユネスコスクール以外の学校へ、地域へと持続的にひろげていくために、ユネスコ

スクールとすべての学校、その支援者に向けて、以下を提案します。 

 教師や子どもたちの主体的な発意やアイデアを尊重し、創造的な授業づくり、教科横断的で探究的な教育

課程づくりによって学校全体で ESD をすすめる。 

 ESD を通した子どもたちの学びの質や育ちを内発的に評価する方法など、ESD の成果をモニタリング・評価

するための方法を検討し、共有する。 

 各学校のＥＳＤを持続的に支える政策や制度をつくり、また校長のリーダーシップがＥＳＤの特徴をいかした

形で発揮できる基盤を整備する。 

 教師や教育関係者が自らの専門性を生かしながらローカル／グローバルな視野で持続可能性についての

認識を深めるための研修制度を拡充させていく。 

 地域において、学校を含む多様な主体が持続可能な社会づくりに参加し連携・協働できる仕組みをつくる。 

 

子どもたちはどの子も無限の可能性を秘めています。その可能性を輝かせることができるよう質の高い教育

を行っていくことは、世界中すべての教師に共通する願いです。さらに子どもたちを見守る保護者や地域の人々

の願いを共有し、平和で持続可能な未来をつくるために、ESD をともに推進していきましょう。 

 

2014 年 11 月 8 日 

ユネスコスクール世界大会-第６回ユネスコスクール全国大会（岡山市）-参加者により採択 


